
用語説明�【ポジティブアクション】�
�男女間の差別を解消して、働く意欲と能力のある女

性が活躍できるように、企業が行う自主的かつ積極的
な取り組みのこと。�

高齢者再雇用制度の実績推移�
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生きがい、働きがいのある職場づくり�

　ＣＳＲの追求において、役職員一人ひとりがい

きいきと働くことができる環境づくりは大切な取り

組みです。�

　当行は、女性の積極登用などのポジティブア

クションをはじめとして、一人ひとりの個性を最

大限に発揮して働くことができる環境づくり、頑

張れば認められる風土づくり、風通しの良い職

場づくりに努めています。�

　�

「ひと」という財産～「人材」から「人財」へ～�
職の選択～総合職と事務職～�

　当行は、採用時に職別の採用は行わず、入

行から数年間は学歴や性別に関係なく、全員

が同じ条件で職務に就きます。そして、銀行業

務を一通り理解し、自分の人生観、職業観が

固まる頃（25歳頃）に、性別に関係なく、自分

の適性を考えて、2つの職（総合職・事務職）

のいずれかを自らが選択できるシステムをとっ

ています。�

�

人材公募制度�

　適性や挑戦意欲をふまえて希望する部門で

活躍し、個人の能力を伸ばすことを目的として、

人材公募制度を実施しています。対象業務は、

本部の企画・システム開発・証券業務等専門

性の高い分野への配属、大学院への派遣、海

外拠点への派遣など、多岐にわたっています。�

�

再雇用制度�

　出産・育児・介護などで退職した場合も、原

則5年以内であれば、選考のうえ、退職時の職位・

職級で雇用する「再雇用制度」を平成17年度

より実施しています。�

�

高齢者再雇用制度�

　高齢化社会の到来により、高齢者雇用を促

進するため、「改正高年齢者雇用安定法」が

施行されたのに伴い、当行はＣＳＲ（企業の社

会的責任）の観点から、60歳以上の希望者全

員を再雇用する「高齢者再雇用制度」を平成

18年4月から導入し、積極的に高齢者の雇用を

推進しています。�

ポジティブアクション�
～女性活躍推進委員会を発足～�

　当行は従来、女性にとって働きやすく、やり

がいのある職場環境づくりとしてポジティブア

クションに取り組んでいます。�

　具体的には、①女性の積極的な採用②職

務の拡大③管理職への登用④育児休業制

度の充実⑤再雇用制度の新設などです。�

　そして、平成18年12月、ポジティブアクション

を一層推し進めるため「女性活躍推進委員会」

を発足しました。本委員会設置の目的は、ＣＳ

Ｒ（企業の社会的責任）の観点に止まらず、少

子・高齢化が一段と進展するなか、能力と意

欲のある女性の積極的な活躍の機会を一層

創り出すことが、当行の持続的な発展に必要

であるとの認識からです。体制面では、専務

取締役（人事部担当）を委員長とし、委員には

本部課長クラスや、営業店から数名を任命、さ

らに真に女性の声を反映するために女性数名

からなる小委員会を設置し、2カ月に1回程度

開催される会議では、女性活躍の場を拡充す

るためにどうすべきかなどについて、討議を進

めています。�

2006年度�2004年度�2005年度�

高齢者再雇用者（名）� 18 23 34

女性の管理職登用実績推移�

2006年度�2004年度�2005年度�

女性管理職（名）� 96 113 122

　
当
行
に
は
、各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
輝
い
て
い
る
女
性
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。�

私
は
、結
婚
・
出
産
・
育
児
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
家
庭
と
仕
事
の
両
立

に
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
、仕
事
を
通
じ
て
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。�

　
本
委
員
会
で
、女
性
が
も
つ
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、„
女
性
の
活
躍
“に
、真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

女
性
活
躍
推
進
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
声
　
野
洲
支
店
　
　
　
川
　
瑞
香�

しがぎん�
VOI CE

女性活躍推進委員会�
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大学生への就職活動支援�

　当行では、就職活動を控えた大学生に対し、

さまざまな就職活動支援を積極的に行って

います。�

　具体的には、就業体験機会を提供する「イ

ンターンシップ」を実施し、毎年各大学より十数

名を受け入れています。�

　また、大学生約2,000名に対して、広く金融

業界、銀行業務について理解してもらうため、

本店と各大学において業界研究セミナーを開

催しています。加えて、女性を対象とした、女

性スタッフによる就職セミナーを5つの大学で

開催するなど、女性ならではの疑問・質問にも

お答えしています。�

人権研修のテーマ�

2005年度�

2006年度�

2007年度�

“みんなで部落差別は今”を考えよう�

人権を尊重する魅力ある企業づくり�

ハラスメントのない職場づくり�

採用者数（名）�

役職員数（名）�

2004年度� 2005年度� 2006年度�

総合職�

事務職�

その他�

育児休暇取得者数（名） �

介護休暇取得者数（名） �

平均勤続年数（年）�

 障害者雇用率（％） �

しがぎんの役職員に関するデータ（嘱託・パートタイマーを除く）    

1.578 1.868 2.100 

男性� 女性� 男性� 女性� 男性� 女性�

42�

1,424�

1,164�

23�

237�

0�

0�

17.8

126�

800�

49�

259�

492�

12�

1�

10.1

38�

1,394�

1,144�

17�

233�

0�

0�

17.8 

116�

792�

55�

264�

473�

17�

1�

9.9

72�

1,396�

1,121�

15�

260�

0�

0�

17.4

132�

821�

70�

262�

489�

24�

0�

9.8

　
平
成
14
年
４
月
に
長
男
出
産
、１
年
の
育
児
休
暇
を
経
て
復
帰
し
、早
い
も
の
で
息
子
も

５
歳
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、家
族
や
銀
行
の
周
囲
の
方
々
の
お
か

げ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。熱
を
出
し
て
は
お
休
み
を
い
た
だ
い
た
り
、勤
務
部
店
を
配
慮
い
た

だ
い
た
り
と
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け
る
環
境
で
し
た
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

境
遇
を
与
え
て
い
た
だ
き
、今
後
と
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。�

育
児
休
暇
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得
者
の
声
　
能
登
川
支
店
　
　
五
十
嵐
　
真
砂
代�

しがぎん�
VOI CE

メンタルヘルスへの取り組み�
　役職員が心身ともに健康な社会生活が送れるよ

う、職場のメンタルヘルスケアに取り組んでいます。�

　管理職を対象に、産業医による「メンタルヘ

ルス」をテーマとした研修を実施。定期健康診

断時には、行内に設置している健康管理室の

看護師が役職員一人ひとりと面談し、精神面

でのフォローを行うとともに、必要に応じて外部

の専門家と連携をはかっています。�

�

セクシュアルハラスメント対策�
　平成19年4月「改正男女雇用機会均等法」が

施行され、職場におけるセクシュアルハラスメント対

策が義務化されました。当行では従来、女性を担

当者とするセクハラ相談窓口を設置し、啓発ポスター

を掲示、全役職

員に対して研修

を実施するなど

の対策を講じて

います。�

�

人権啓発への取り組み�
　当行では、一人ひとりの感性を高め、全役職

員が生活や社会体験を通じて差別意識に気づき、

人権感覚を磨くことを目的に、人権研修を実施し

ています。�

女性のための就職セミナー�




